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別される(Thibaut & Walker, 1975; Leventhal, 1980; 
Lind & Tyler, 1988)。手続き的公正さがあれば，た
とえ望まない結果であっても人々は結果を受け入













































































































































モデルを Figure 1 に示す。本研究の結果から， 原
子力関連施策に関して住民が納得できる合意形成
を実現するためには，住民の立場や状況に応じて
双方向性のあるコミュニケーションを実施するこ
と，手続き的公正感のみならず実施主体に対する
信頼も高めていくことが重要であるといえる。
続いて，本研究から得られた知見による学術的
貢献， および実践的貢献について考察し，手続き
的公正研究や NIMBY 研究への貢献や実践的な応
用についてまとめた。最後に，本研究の課題と展
望を論じた。研究によって異なる題材を取り上げ
たが，場面想定法と現実場面を対象にした調査の
両方において， 手続き的公正が原子力関連施策の
受容に影響を及ぼすことを示したが，結果の一般
化には留意する必要があることを述べた。なお，
本研究では，手続き的公正，リスク認知，ベネ
フィット認知，信頼の関連が原子力関連施策に及
ぼす影響について同時に検討していない。今後，
これらの要因間の関連をより詳しく検討すること
が期待される。
